
別
府
市
北
石
垣
・
吉
弘

キ
リ
シ
タ
ン
塔

別
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
塔
（
二
）

　
別
府
史
談
七
巻
に
は
、
故
藤
内
喜
六
先
生
の
キ
リ
シ
タ
ン
塔
の

研
究
よ
り
、
「
寛
永
キ
リ
シ
タ
ン
ー
塔
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
先
生
が
記
録
さ
れ
た
、
別
府
市
に
散
在
す
る
そ
の
他

の
キ
リ
シ
タ
ン
塔
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

一
、
別
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
塔
型
式
塔
の
編
年

　
キ
リ
シ
タ
ン
塔
は
、
別
府
南
西
部
の
朝
見
川
流
域
・
東
山
・
枝

郷
・
高
崎
山
周
辺
に
お
い
て
そ
の
密
度
が
高
い
。
し
か
も
、
そ
の

場
所
に
よ
り
塔
の
形
態
は
様
々
で
あ
る
が
、

第
一
型
式
　
五
輪
塔
の
も
の

第
二
型
式
　
五
輪
塔
の
空
・
風
輪
を
除
い
て
、
相
輪
を

　
　
付
け
た
も
の

第
三
型
式
　
第
二
型
式
の
水
輪
（
塔
身
）
が
方
形
に
な
っ
た
も
の

藤
　
内
　
喜
　
六

第
四
型
式
　
第
三
型
式
の
火
輪
（
笠
石
）
に
特
徴
が
あ
る
も
の

第
五
型
式
　
宝
鏡
印
塔
型
式
で
、
馬
耳
状
突
起
が
な
い
も
の

第
六
型
式
　
斗
舛
（
ト
マ
ス
）
型
伏
墓
で
あ
る
。
斗
マ
ス
と
は
Ｉ

　
　
　
　
　
斗
舛
の
こ
と
で
、
墓
の
形
態
が
斗
’
マ
ス
を
伏
せ
た
よ

　
　
　
　
　
う
見
え
る
の
で
こ
の
名
称
が
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
斗

　
　
　
　
　
マ
ス
型
伏
墓
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
墓
特
有
の
型
式
で
、

　
　
　
　
　
キ
リ
ス
ト
教
と
共
に
日
本
に
伝
来
し
た
西
洋
風
の
墓

　
　
　
　
　
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
斗
マ
ス
型
伏
墓
は
、
方
形
の
切
石
を
伏
せ
た
も
の

　
　
　
　
　
と
、
方
形
寄
棟
式
に
加
工
し
た
も
の
が
あ
る
。
方
形

　
　
　
　
　
寄
棟
式
の
も
の
に
は
長
方
型
の
も
の
が
あ
り
、
上
部

　
　
　
　
　
中
央
に
長
方
形
や
円
形
の
作
り
出
し
部
の
あ
る
も

　
　
　
　
　
の
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
府
市
誌
）

　
ほ
ぼ
以
上
の
六
型
式
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
塔
は
、
先
に
あ
げ
た
第
三
型
式
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

石
質
は
凝
灰
岩
（
俗
に
永
興
石
）
で
あ
る
。
台
座
と
塔
身
部
の
接

触
面
及
び
塔
身
と
蓋
の
接
触
面
は
図
の
よ
う
に
ク
リ
コ
ミ
が
あ
り



塔
の
安
定
性
を
作
っ
て
い
る
。
接
触
面
は
そ
れ
ぞ
れ
荒
削
り
の
ま

ま
で
あ
る
。

　
十
字
（
ク
ル
ス
）
彫
刻
は
、
蓋
の
軒
口
の
正
面
中
央
部
の
み
に

左
上
が
り
の
線
刻
の
十
字
が
Ｉ
個
み
ら
れ
る
ほ
か
、
塔
身
部
及
び

台
座
部
に
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。
な
お
、
隠
し
十
字
も
全
く

な
い
。
こ
れ
は
江
戸
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
政
策
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
寛
永
後
期
以
後
と
思
わ
れ
る
。

　
相
輪
部
は
発
見
さ
れ
て
な
い
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
塔
独
特
の
九
輪

の
刻
み
の
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

キ
リ
シ
タ
ン
塔
（
北
石
垣
二
号
塔
）

①②

位
置
調
査

北
石
垣
寺
の
前

昭
和
四
〇
年
一
月
二
三
日

　
塔
の
型
式
は
第
二
型
式
で
宝
塔
型
式
を
象
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
第
二
型
式
ま
で
は
隠
し
十
字
は
み
ら
れ
ず
、
外
面
部
に
線
彫

十
字
の
み
が
見
ら
れ
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
相
輪
部
を
紛
失
し
て

い
る
が
、
九
輪
の
刻
み
の
な
い
相
輪
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
こ
の
塔
の
特
色
は
、
塔
身
の
上
部
に
茎
部
を
も
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

２,→←

←･一
十１

　
↑
７
↓

一
十

キ
リ
シ
タ
ン
塔
（
北
石
垣
三
号
塔
）

①②

位
置

調
査

北
石
垣
寺
の
前

昭
和
四
〇
年
一
月
二
三
日

●
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生
半

こ
の
塔
は
、
相
輪
部
を
失
っ
て
い
る
の
が
、
第
二
型
式
に
属
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
疑
問
の
点
は
、
蓋
と
塔
身
の
釣
り
合

い
が
と
れ
て
い
な
い
の
で
、
別
々
の
も
の
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い

て
、
台
座
も
不
明
で
あ
る
が
第
三
号
塔
と
し
て
取
り
扱
い
た
い
。

　
十
字
は
図
の
よ
う
に
線
彫
り
の
も
の
が
蓋
部
、
塔
身
部
に
そ
れ

ぞ
れ
一
箇
刻
ん
で
あ
る
。
塔
身
部
の
も
の
は
左
下
が
り
十
字
で
あ

り
、
蓋
部
の
も
の
は
縦
線
が
湾
曲
し
て
お
り
、
珍
し
い
も
の
で
あ

る
。

　
石
質
は
凝
灰
岩
で
あ
る
。
組
合
せ
の
疑
問
が
残
る
の
で
年
代
は

ひ
か
え
た
い
が
、
も
し
一
対
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
寛
永
前
期
の

も
の
で
あ
ろ
う
。

キ
リ
シ
タ
ン
塔

①②

位
置

調
査

北
石
垣
向
ノ
原

昭
和
四
〇
年
一
月
二
三
日

　･
4o4

　　　---一一一一一一1‘s･
1　　…l｀

1　　　　1

ｊ
卸
―
－
↓
一
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こ
の
墓
は
、
斗
マ
ス
型
で
い
は
ば
第
六
型
式
に
な
る
。
こ
の
墓

は
、
斗
マ
ス
型
式
の
中
で
も
形
の
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
上
部
に
直
径
約
二
〇
惣
の
円
を
作
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
円
内

に
梵
字
ら
し
い
彫
刻
が
あ
る
が
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
墓
に
は
十

字
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。

　
石
質
は
凝
灰
岩
で
、
下
部
は
荒
削
り
の
ま
ま
で
あ
る
。
斗
マ
ス

墓
に
つ
い
て
は
、
編
年
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
で
年
代
は
不
明

で
あ
る
が
、
斗
マ
ス
の
崩
れ
か
ら
み
て
、
江
戸
時
代
中
期
頃
と
す

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

キ
リ
シ
タ
ン
塔
（
吉
弘
第
一
号
塔
）

①
　
位
置
　
吉
弘
町
矢
田
孝
雄
氏

　
　
宅
裏
竹
林
内

②
　
所
有
者
　
矢
田
孝
夫
氏

　
こ
の
塔
は
、
第
三
型
式
に
属
す
る

も
の
で
、
全
高
約
一
、
一
Ξ
μ
で
あ

る
。
塔
の
製
作
上
の
特
色
は
、
外
観

は
と
と
の
っ
て
い
る
が
、
粗
雑
の
感
が
あ
る
。
外
面
部
の
十
字
は
、

他
の
塔
と
違
い
彫
刻
刀
で
削
い
だ
よ
う
な
形
状
で
や
や
右
上
が
り

で
隠
し
十
字
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
接
面
部
も
荒
削
り
で
あ
る
。

　
石
質
は
凝
灰
岩
で
、
塔
身
部
の
一
部
が
破
損
さ
れ
て
い
る
。
塔

の
製
作
年
代
等
何
も
見
ら
れ
な
い
が
、
塔
の
型
式
か
ら
推
察
す
る

と
、
寛
永
中
期
頃
と
思
わ
れ
る
。
（
昭
和
四
九
年
九
月
五
日
記
）
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